
山梨医大紀要　第13巻，28－30（1996）

小学生におけるライフスタイルとSCE（姉妹染色体分体交換）を
指標とした遺伝的健康度

高田谷久美子

　小学校5年生、6年生の男子96名を対象として、ライフスタイルに関する項目、即ち、家族関係、友

人、栄養、生活リズム、家族の喫煙などが、抹梢リンパ球における染色体変異を遺伝的健康度と考えた

場合、どのような影響を与えるかをSCE（姉妹染色体分体交換）を指標として検討を行った。

　その結果、抹梢リンパ球におけるSCE頻度は、6．4±1．4、　MMC誘発SCE頻度は14．1±3．9であった。

次に、個々の項目についてライフスタイルの良い群、悪い群でのSCE頻度、及びMMC誘発SCE頻度

について検討したところ、友人、家族関係、生活リズム、家族の喫煙、虫歯の数のいずれについても差

はみられなかった。しかし、SCE頻度のみであったが、栄養の良い群では5．8±1．1、悪い群では7．2±

1．7、不安傾向のない群では6．0±1．1、ある群では7．2±1．7と栄養と不安傾向の2項目で差がみられた

（P＜0．05）。
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1．はじめに

　これまで、Down症候群などの染色体異常症候群のよ

うに、明らかに遺伝要因によりその発症が既定されるも

のを除いて、食事と高脂血症や動脈硬化症などのように、

疾患発症の過程で遺伝要因が注目されることはほとんど

なかった。しかし、最近になり、家族性高コレステロー

ル血症で脂質代謝の調節に欠陥があることなどが明らか

にされてきており、遺伝要因と環境要因とが相互に、複

雑に絡み合い疾患が発症してくる点に着目され、研究が

進められてくるようになった。

　ところで、DNA傷害の指標として、染色体の構造異

常、及びSCE（Sister　Chromatid　Exchange：姉妹染色

体分体交換）が使われている1－3）。細胞DNAは何らか

の傷害を受けたとしても、一般には細胞固有の修復機構

により修復される。しかし、ヒトの遺伝性疾患のうち、

色素性乾皮症（Xeroderma　pig－mentosum；XP）、ataxia

telangiectasia（AT）、ファンコニー貧血（Fanconi　ane．

mia；FA）などは明確なDNA修復欠損があり、その細
胞では容易に染色体切断を起こすが、いずれも発がん性

が高いことで知られている4）。正常なヒトにおいても、

必ずしも全てのDNA傷害が修復されるわけではなく、

適切に修復されない場合もある。修復がどの程度効率よ

くなされるかは、遺伝素因のみではなく、環境因子に

よっても変動すると考えられる。即ち、喫煙者5－6）やエ

チレン・オキサイド作業者7）、スティレン作業者8）などで

は、その抹梢リンパ球のSCE頻度がコントロールに比

し、高い傾向を示すことがいわれている。

　また、森本らはライフスタイルに注目し、「喫煙をし

ない」、「過度の飲酒をしない」、「毎日朝食を食べる」、

「毎日平均7～8時間眠る」、「毎日平均9時間以下の労

働」、「身体運動を定期的に行う」、「栄養のバランスを考

える」、「自覚的ストレス量多くない」の8つがどのくら

い守れているかによって、ライフスタイルが良い、中、

不良の3群に分けてSCE頻度を検討したところ、良い
群ほどSCE頻度が低いと報告している9）。

　しかし、小児ではこうした研究は少ないことから、ラ

イフスタイルによりDNAにどのような影響を及ぼして

いるかを検討することを目的とし、本研究を行った。

2．対象と方法

　対象は山形県T市の小学5年生、6年生の男子96名
である。なお、本調査は定期健康診査の一環として行っ

たもので、歯科医、及び養護教諭による検診、問診など

によりライフスタイルに関する項目、即ち、家族関係、

友人、栄養、生活リズム、家族の喫煙などについての情

報を得た。

　また、SCEの観察にあたっては、抹梢血（0．3ml）を

培養液（RPMI1640：15％FCS、20μMBUdRを含む）に

加え、Phytohemagulutinine（PHA）で刺激後、37℃イ

ンキュベーターで66時間培養を行った。また、発がんに

対する感受性を検討するためにDNA傷害物質である

mitomycin－C（MMC）を3×10－8M加え、同様に培養

を行った。通常の方法にて染色体標本を作成し、FPG

法にて染色を行い、各々について25細胞についてSCE

をカウントした。

3．結果及び考察
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　ライフスタイルに関する項目のうち、家族関係、生活

リズム、栄養については、「良い」、「普通」、「悪い」の

3群に分類し、また、友人については、「多い」、「普通」、
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「少ない」、不安傾向については、「ない」、「普通」、「あ

る」の3群に分類したが、家族の喫煙については、「な

い」、「ある」の2群に分類した。なお、ここで家族関係

や友人などの項目について検討したのは、我々が大学生

女子を対象として行った調査1°）において、友人と語り

合ったり、家族とともに食事をするような環境にいる学

生の方が、悩みが少なく精神的に安定していること、ま

た主観的悩みと主観的ストレス量とは非常に高い相関が

みられたことによるものである。

　また、中村の小学生を対象とした調査11）では、本人の

不安、性格、生活様式と虫歯の発生とが関係しているこ

とを指摘していることから、今回虫歯の数についても、

「ない」、「普通」、「多い」に分け検討した。

　対象となった小学生のSCE頻度は、6．4±1．4、　MMC

誘発SCE頻度は14．1±3．9であった。次に、個々の項目

において群ごとのSCE頻度、及びMMC誘発SCE頻度
について検討したところ、友人、家族関係、生活リズム、

家族の喫煙、虫歯の数のいずれについても差はみられな

かった。しかし、SCE頻度のみであったが、栄養の良
い群では5．8±1．1、悪い群では7．2±1．7、不安傾向のな

い群では6．0±1．1、ある群では7．2±1．7と栄養と不安傾

向の2項目で差がみられた（P＜0．05）（表1）。

　前述の森本らの調査では、ライフスタイルの不良群で

はSCE頻度が高く、ことに男性ではMMC誘発のSCE
頻度も高いということであった。喫煙に関しては、喫煙

集団と非喫煙集団での抹梢リンパ球の染色体変異の比較

研究が多くなされているが、喫煙者のSCE頻度は非喫

煙者に比し高いことが報告されている。また、我々は間

接喫煙の影響を調べるべく、タバコの煙の多い喫茶店従

業員と喫煙者、及びほとんどタバコの煙に曝露されるこ

とのない非喫煙者とを調べたところ、喫茶店従業員と非

喫煙者とにはSCE頻度に差がなく、MMC誘発SCE頻
度では喫煙者と喫茶店従業員とがほぼ等しかった12）。今

回の場合、小学生を対象としているため、間接喫煙の立

場から、父母のいずれかの喫煙の有無をたずねている。

しかし、実際に子どものいるところで喫煙しているかど

うかは本調査からはわからないが、子どものいる前で喫

煙をする親は少ないであろうことが予想されるため、

SCE頻度の差としてはみられなかったと思われる。

　喫煙の他にSCE頻度への寄与が大きいライフスタイ
ルとしては、飲酒、ストレス量がある9・13・14）。このうち、

ストレスに関しては、自覚的ストレス量の少ない者では

がん免疫能力の指標としてのナチュラルキラー細胞活性

が上昇し15）、アレルギー反応感受性の指標としての血清

IgE値は減少してくる16）との報告がみられている。

　我々の小学生を対象としたライフスタイルと一般的な

健康度についての調査17）では、長時間の通学、通塾の時

間の長いことなどが睡眠時間の減少、遊び時間の減少、

外遊びの頻度の減少などをもたらし、その結果として疲

れる、眠い、だるいなど体調の不調を訴えることが多く

なるという結果であった。ところで子どもの場合、親の

ライフスタイルの影響を無視することはできないと思わ

れる。栄養面にしても、親の食事に対する配慮が影響し
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表1．ライフスタイルとSCE頻度

ライフスタイル 人数 SCE頻度　　標準偏差

友 人多　い
　　普　通

　　少ない

25

45

16

6．3

6．4

6．7

1．7

1．3

1．6

家庭関係　良　い
　　　　　普　通
　　　　　悪　い

27

56

3

6．1

6．6

6．9

1．0

1．6

0．9

生活リズム　良　い

　　　　　普　通
　　　　　悪　い

14

58

14

6．2

6．6

6．2

1．2

1．6

0．8

栄 養　良　い

　　普　通

　　悪　い

19

58

9

5．8＊

6．5

7．2＊

1．1

1．2

1．7

不安傾向　な　い
　　　　　普　通
　　　　　あ　る

23

42

21

6．0＊

6．3

7．2＊

1．1

1．2

1．7

家族の喫煙　な　い

　　　　　あ　る

31

55

6．8

6．3

1．6

1．3

虫歯の数　な　い
　　　　　普　通
　　　　　多　い

12

58

13

6．3

6．5

6．3

1．7

1．4

1．2

＊　（P＜0．05）

てくるであろうし、ひいてはそういったことはライフス

タイル全般にも及び、生活時間の乱れなどとも関係し、

子どもの精神面での安定を欠くものとも予想される。い

ずれにしろ、子どもにとっても良いライフスタイルを保

障していくことが必要であろう。
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E血fect　of　Lifestyle　on　the　Frequency　of　SCE

Kumiko　TAKATAYA

To　investigate　the　correlations　between　chromosomealterations（SCE）and　individual　lifestyles，　peripheral　lymphocytes

of　96　boys　ranging　in　age　from　10　to　12　were　examined．　Their　lifestyles　were　also　examined　when　they　took　health

checkups．　The　items　are　as　follows：1）family　relationship，2）number　of　friends，3）nutritional　balance　in　meals，　4）　regu－

lar　way　of　living，　5）　number　of　decayed　teeth，6）anxiety　and　7）smoking　of　father　or　mother．

Mean　frequencies　of　base－line　SCE　in　lymphocytes　were　6．4±1．4．　Subjects　with“poor”score　for“nutritional　balance　in

meals”and“anxiety”showed　increased　frequency　of　base－line　SCE．
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